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七
・
二
兆
円
、
同
日
帰
り
旅
行
消
費
額
が
四
・
八
兆
円
で
あ
り
、
こ
れ

を
日
本
人
の
観
光
消
費
額
と
み
る
と
、
国
内
旅
行
市
場
規
模
は
二
〇
～

二
二
兆
円
程
度
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
二
兆
円
も
の
幅

を
持
た
せ
た
の
は
、
そ
の
年
の
祝
日
の
並
び
で
旅
行
消
費
額
が
大
き
く

変
動
す
る
か
ら
で
あ
る
。

日
本
人
の
国
内
旅
行
の
特
徴
と
し
て
は
、
他
国
と
比
較
し
て
安
定
的

で
あ
り
、
市
場
規
模
自
体
も
大
き
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、

じ
つ
は
日
本
人
の
観
光
宿
泊
旅
行
の
実
施
率
は
、
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
く
、

一
年
間
の
う
ち
に
観
光
宿
泊
旅
行
を
す
る
国
民
は
五
割
程
度
で
あ
る
と

の
デ
ー
タ
も
あ
る
。
仮
に
こ
れ
が
数
パ
ー
セ
ン
ト
増
え
る
だ
け
で
、
国

内
旅
行
の
市
場
規
模
拡
大
へ
の
寄
与
は
大
き
い
。
近
年
、
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
や
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
（
ビ
ジ
ネ
ス
と
レ
ジ
ャ
ー
を
合
わ
せ
た
造
語
）
な
ど

可
能
性
の
大
き
い
国
内
旅
行
市
場

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
観
光
産
業
は
非
常
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い

る
。
し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
さ
ら
に
進
み
、
感
染
者
な
ど
に
対
す

る
知
見
が
高
ま
る
に
連
れ
て
、
少
し
ず
つ
観
光
が
戻
っ
て
い
き
、
二
〇

二
四
年
に
は
コ
ロ
ナ
前
の
移
動
量
に
は
回
復
す
る
の
で
は
な
い
か
と
話

す
専
門
家
も
い
る
。

本
稿
で
は
、
ひ
と
ま
ず
観
光
が
通
常
に
戻
る
も
の
と
し
て
、
離
島
の

観
光
振
興
の
方
向
性
を
考
え
て
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
直
前
の
二
〇
一
九
年
に
お
け
る
日
本
の
旅
行
消

費
額
（
観
光
・
仕
事
ほ
か
す
べ
て
の
旅
行
目
的
を
含
ん
だ
消
費
額
）
は
、
二
七
・

九
兆
円
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
日
本
人
の
国
内
宿
泊
旅
行
消
費
額
が
一 観

光
振
興

東
京
女
子
大
学
教
授
　
矢
ケ
崎 

紀
子

地
域
活
性
化
の
カ
ギ
を
握
る
観
光
振
興
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す
べ
て
の
産
業
が
含
ま
れ
る
た
め
、
地
域
経
済
に
与
え
る
影
響
が
非
常

に
大
き
い
。

注
意
す
べ
き
は
、
産
業
連
関
分
析
に
は
時
間
の
概
念
が
あ
ま
り
な
く
、

あ
く
ま
で
こ
う
な
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
と
い
う
点
を
念
頭
に
置
い

て
お
く
こ
と
で
あ
る
。
観
光
関
係
者
は
、
こ
の
目
標
（
可
能
性
）
を
達

成
す
る
た
め
に
、
旅
行
で
入
っ
て
き
た
お
金
を
地
域
で
回
し
尽
く
す
努

力
（
取
り
組
み
）
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

交
流
・
関
係
人
口
の
増
加
と
シ
ビ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
通
り
、
宿
泊
旅
行
や
日
帰
り
旅
行
な
ど
の
観

光
振
興
は
、
交
流・関
係
人
口
の
増
加
に
寄
与
す
る
。
そ
し
て
、
交
流・

関
係
人
口
が
増
え
る
こ
と
で
、
域
外
か
ら
の
消
費
額
も
拡
大
す
る
。

観
光
の
場
合
、
例
え
ば
富
士
山
の
よ
う
に
地
域
固
有
（
持
ち
出
す
こ
と

の
で
き
な
い
）
の
資
源
に
対
し
て
消
費
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
、
他
の

産
業
と
は
異
な
る
点
で
あ
る
。
離
島
の
観
光
に
お
い
て
も
、
こ
の
地
域

固
有
の
資
源
を
見
つ
け
、
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
く
か
が
出
発
点
だ

と
い
え
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
ど
う
や
っ
て
付
加
価
値
を
つ
け
て
い
く
の

か
が
、
地
域
の
方
々
の
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

地
域
固
有
の
資
源
は
、
住
民
の
日
常
生
活
の
な
か
に
見
つ
け
ら
れ
る

こ
と
も
多
い
。
地
元
で
は
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
風
景
・
風
習
も
、

外
部
の
目
を
通
す
こ
と
で
資
源
と
し
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
宿
泊
旅
行
が
生
ま
れ
て
お
り
、
国
内
旅
行
者
数
の

増
加
に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。
な
お
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
旅

行
人
口
は
減
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
い
き
な
り
急
減
す
る
わ
け
で
は

な
い
。

他
方
、
訪
日
外
国
人
の
旅
行
消
費
額
は
四
・
八
兆
円
（
二
〇
一
九
年
）

と
な
っ
て
い
る
。
成
長
市
場
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
は
も
ち
ろ
ん
、

海
外
で
起
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
訪
日
者
数
が
左
右
さ
れ
る
な

ど
脆
弱
性
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
純
然
た
る
外
貨
の
獲
得
に
つ
な

が
る
た
め
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
は
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
お
け
る
輸
出
と

し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
わ
が
国
全
体
の
輸
出
の
な
か
に

外
国
人
の
旅
行
消
費
を
位
置
づ
け
る
と
、
自
動
車
輸
出
な
ど
に
次
ぐ
第

二
グ
ル
ー
プ
に
入
る
。
こ
れ
は
自
動
車
部
品
や
半
導
体
な
ど
と
同
じ
レ

ベ
ル
の
輸
出
額
で
あ
る
。

波
及
効
果
の
高
い
観
光
産
業

二
〇
一
八
年
の
産
業
連
関
分
析
（
当
該
地
域
の
産
業
構
造
お
よ
び
経
済
波

及
効
果
を
計
測
す
る
政
策
評
価
手
法
）
に
お
け
る
日
本
全
体
の
旅
行
消
費
額

は
、
二
七
・
四
兆
円
で
あ
っ
た
。
こ
の
金
額
に
対
応
す
る
経
済
波
及
効

果
は
五
五
・
四
兆
円
で
あ
り
、
消
費
額
の
倍
に
ま
で
膨
ら
む
。
各
地
域

を
み
る
と
、
波
及
効
果
は
も
う
少
し
小
さ
く
は
な
る
が
、
観
光
分
野
に

は
食
べ
る
・
泊
ま
る
・
遊
ぶ
・
買
う
な
ど
、
第
一
次
か
ら
第
三
次
ま
で
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が
進
ん
で
い
く
こ
と
で
地
域
産
業
ブ
ラ
ン
ド
が
強
化
さ
れ
、
リ
ピ
ー
タ

ー
が
増
え
、
口
コ
ミ
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
に
情
報
を
発
信
し
て
く

れ
る
。

観
光
を
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
道
筋
と
は
、
こ
れ
ら

を
上
手
く
組
み
立
て
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
具

体
的
に
は
、「
観
光
者
数
（
母
数
を
な
る
べ
く
多
く
）」
×
「
一
人
あ
た
り

消
費
額（
な
る
べ
く
高
く
）」×「
域
内
調
達
率（
で
き
る
だ
け
地
域
内
で
回
す
）」

×
「
需
要
平
準
化
（
年
間
の
繁
閑
差
を
な
る
べ
く
小
さ
く
）」
を
ベ
ー
ス
に
、

住
民
の
観
光
に
対
す
る
理
解
や
、
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
へ
の
配
慮
（
オ
ー
バ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
避
け
る
）
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞

り
込
ん
だ
り
、
観
光
商
品
を
開
発
し
て
い
く
な
ど
の
戦
略
を
立
て
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

二
〇
一
二
年
度
に
観
光
庁
が
実
施
し
た
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
日
帰
り
客
よ
り
も
宿
泊
客
の
消
費
額
の
方
が
大
き
い
。

そ
し
て
、
外
貨
（
地
域
外
か
ら
の
お
金
）
を
、
仕
入
れ
・
材
料
費
、
外
注

費
な
ど
の
形
で
地
域
内
に
落
と
し
て
い
く
力
は
、
宿
泊
業
が
最
も
強
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
宿
泊
者
を
増
や
す
こ
と
の
意
義
を
読
み
取
れ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

観
光
振
興
の
収
支
と
は
、
投
入
す
る
リ
ソ
ー
ス
（
環
境
整
備
、
安
全
・

安
心
の
確
保
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
住
民
理
解
な
ど
）
か
ら
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ

ト
（
交
流・関
係
人
口
増
、
経
済
活
性
化
、
収
入
増
な
ど
）
と
デ
メ
リ
ッ
ト
（
地

域
内
混
雑
、
治
安
の
悪
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
低
下
・
崩
壊
な
ど
）
を
天
秤

観
光
振
興
に
よ
り
地
域
の
方
々
と
来
訪
者
と
の
交
流
が
活
発
化
す
る
こ

と
は
、
地
元
住
民
の
シ
ビ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ド
（
地
域
へ
の
誇
り
や
愛
着
）

の
醸
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
筆
者
は
、
最
終
的
に
最
も
力
強
い
観

光
地
と
は
、
こ
の
シ
ビ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ド
が
強
い
地
域
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

ち
な
み
に
観
光
庁
の
資
料
か
ら
交
流
人
口
増
の
効
果
を
み
る
と
、
定

住
人
口
一
人
当
た
り
の
年
間
消
費
額
（
一
二
七
万
円
）
を
旅
行
消
費
で
補

う
場
合
、
外
国
人
旅
行
者
八
人
分
も
し
く
は
、
日
本
人
宿
泊
者
二
三
人
、

同
日
帰
り
旅
行
者
七
三
人
分
と
の
試
算
が
出
て
い
る
。

観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
と
は

で
は
、
観
光
客
が
来
る
こ
と
＝
地
域
の
活
性
化
な
の
か
。
そ
う
で
は

な
く
、
観
光
振
興
の
大
前
提
は
、
観
光
消
費
額
を
し
っ
か
り
地
域
に
落

と
す
こ
と
（
地
域
が
受
け
取
る
こ
と
）
で
あ
る
。

観
光
消
費
は
、
で
き
る
限
り
年
間
を
通
じ
て
平
準
化
さ
れ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
観
光
地
の
品
質
管
理
、
固
有
の
地
域
資

源
か
ら
見
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
設
定
、リ
ピ
ー
タ
ー
確
保
や
長
期
滞
在
（
延

泊
）
の
工
夫
な
ど
、
繁
閑
差
の
解
消
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
必

要
と
な
る
。

こ
の
平
準
化
の
取
り
組
み
に
合
わ
せ
て
、
消
費
を
地
域
内
循
環
さ
せ

る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
で
地
場
産
業
が
強
化
さ
れ
る
。
こ
れ
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島
の
特
性
に
応
じ
た
観
光
戦
略
の
策
定

で
は
、
離
島
に
お
け
る
観
光
振
興
の
将
来
像
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

筆
者
は
、
離
島
と
一
言
で
い
っ
て
も
一
様
で
は
な
く
、
島
の
特
性
ご
と

に
あ
る
程
度
類
型
化
し
て
、
カ
テ
ゴ

リ
ー
ご
と
の
戦
略
を
立
て
る
こ
と
が

一
つ
の
方
向
性
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

例
え
ば
、
世
界
遺
産
の
屋
久
島
や

奄
美
大
島
、
同
遺
産
候
補
へ
の
推
薦

が
決
定
し
た
佐
渡
島
な
ど
「
訴
求
力

の
高
い
観
光
資
源
と
良
好
な
ア
ク
セ

ス
の
あ
る
島
」
は
、
全
国
や
海
外
の

旅
行
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
で

世
界
的
に
有
名
な
直
島
な
ど
も
こ
こ

に
分
類
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
実

施
体
制
と
し
て
は
、
島
内
に
観
光
地

域
づ
く
り
法
人
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
な
ど
が

あ
れ
ば
島
単
独
で
の
取
り
組
み
も
可

能
か
も
し
れ
な
い
が
、
都
道
府
県
単

位
や
関
連
の
あ
る
市
町
村
の
連
携
に

に
か
け
る
こ
と
で
把
握
で
き
る
。
近
年
、〈
持
続
可
能
な
（
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
）
観
光
〉
が
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

離
島
の
自
然
・
文
化
、
暮
ら
し
な
ど
多
様
性
に
配
慮
し
た
観
光
は
、
ま

さ
に
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
観
光
の
最
前
線
と
い
え
る
。

観光消費による地域経済の活性化に必要な要素

観光振興の収支？

・「住んでよし、訪れてよし」、住民の観光振興への理解
・観光資源のキャリング・キャパシティへの配慮
・ターゲット戦略、価格戦略、クリーム・スキミングを排除

投入するリソース
・観光資源開発、維持、向上
・受入環境整備、安全・安心の確保
・マーケティング（ブランド構築、プロモーションなど）
・オーバーツーリズム対策、地域住民の理解向上
・法制度の整備
・取り組み体制　……

観光による多様なメリット
（交流・関係人口増、経済活性
化、税収増など）

観光振興によるデメリット
（混雑 、治安悪化 、地価高騰 、
コミュニティ機能の崩壊など）

需
要
平
準
化

域
内
調
達
率
（
循
環
率
）

一
人
あ
た
り
消
費
額

タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る

観
光
者
数
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ネ
踊
り
」
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
「
姫
島
の

盆
踊
」
な
ど
が
大
き
な
観
光
資
源
に
な
り
う
る
。
ま
た
、
対
岸
の
由
布

院
の
老
舗
旅
館
・
玉
の
湯
で
は
、
定
番
メ
ニ
ュ
ー
に
姫
島
の
ク
ル
マ
エ

ビ
を
入
れ
て
お
り
、
こ
う
い
っ
た
点
も
観
光
振
興
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。〈
地
元
〉
の
範
囲
を
島
だ
け
で
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
対

岸
本
土
や
そ
れ
ら
を
含
む
圏
域
く
ら
い
ま
で
解
釈
の
幅
を
広
げ
る
こ
と

で
、
消
費
の
地
域
内
循
環
の
仕
組
み
の
構
築
に
も
幅
を
持
た
せ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
ほ
か
「
観
光
資
源
も
ア
ク
セ
ス
も
普
通
の
島
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

で
は
、
ま
ず
は
対
岸
地
域
や
隣
接
県
な
ど
近
隣
の
方
々
を
主
要
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
据
え
、
そ
こ
か
ら
少
し
ず
つ
対
象
者
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
よ
う

な
段
階
的
な
観
光
振
興
戦
略
が
現
実
的
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
こ
の
市
場
は

も
と
も
と
存
在
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
近
場
の
旅
行
に
目
が
向
け
ら

れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
の
で
期
待
も
大
き
い
。

注
目
さ
れ
る
テ
ー
マ
型
・
広
域
連
携
型
観
光

ア
ー
ト
や
教
育
な
ど
特
定
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
観
光
を
推
進
す
る
こ

と
も
、
離
島
の
観
光
振
興
の
一
つ
の
方
向
性
だ
と
い
え
る
。

例
え
ば
、
近
年
、
利
尻
島
は
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
（
ス
キ
ー

場
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
な
い
、
自
然
地
形
を
滑
る
ス
キ
ー
）
の
聖
地
と
し
て

観光振興戦略
─キャパシティに制限のある離島だからこそ、
資源の評価とターゲティングをしっかり。

離島の観光振興
戦略の類型（例）

ターゲット 実施体制 事例

訴 求力 の 高 い 観
光資源＆良好なア
クセス

・全国
・海外

・島単独
・周囲の島々、対
岸地域との連携

・直島、佐渡島（アート）
・利尻島、屋久島（アド
ベンチャー・トラベル）
・小笠原諸島（総合的）

観光資源は国内レ
ベル＆アクセスは
悪くない

・国 内 近 隣
＆広域

・島単独（島に拠点
を置くDMO 等がある
場合）
・周囲の島々、対
岸地域との連携

・小値賀島（教育旅行）
・五島列島（教育旅行）
・姫島（歴史文化、クルマ
エビ）

観光資源もアクセ
スも普通（あるいは
不芳）

・国内近隣 ・対岸地域との連
携 ・ …

テーマ型で広域の
観光エリアをつく
り込むタイプ

・全国
・海外

・周囲の島々、対
岸地域との連携

・しまなみ海道サイク
リング
・沖縄・奄美群島での
アイランドホッピング

よ
る
広
域
で
の
活
動
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

次
に
「
国
内
で
競
争
力
の
あ
る
観
光
資
源
が
あ
り
ア
ク
セ
ス
は
悪
く

な
い
島
」
で
あ
れ
ば
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
国
内
旅
行
者
、
実
施
体
制
は
Ｄ

Ｍ
Ｏ
や
県
単
位
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。例
え
ば
、大
分
県
の
姫
島
は
、「
お

お
い
た
姫
島
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、「
キ
ツ
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海
外
旅
行
者
か
ら
人
気
が
高
い
。
こ
れ
は
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ト
ラ

ベ
ル
（
以
下
、
Ａ
Ｔ
）」
と
い
う
旅
行
ス
タ
イ
ル
に
分
類
さ
れ
る
が
、
Ａ

Ｔ
の
市
場
規
模
は
全
世
界
で
七
〇
兆
円
以
上
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
Ａ

Ｔ
と
は
、
自
然
の
中
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
異
文
化
体
験
に
よ
り
自

分
（
旅
行
者
）
の
内
面
を
変
え
て
い
く
よ
う
な
旅
行
を
指
す
。
世
界
的

な
Ａ
Ｔ
の
推
進
団
体
で
あ
る
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
（Adventure Travel Trade 

Association

）
は
、
そ
の
定
義
を
「
身
体
的
活
動
、
自
然
、
異
文
化
体

験
の
三
つ
の
要
素
の
う
ち
、
二
つ
以
上
を
満
た
す
旅
行
形
態
」
と
定
義

し
て
い
る
。
一
般
的
に
Ａ
Ｔ
は
、
所
得
や
教
養
レ
ベ
ル
の
高
い
人
々
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
旅
行
者
は
自
然
や
地
域
に
詳
し
い
水

準
の
高
い
ガ
イ
ド
を
つ
け
る
こ
と
が
多
い
。
島
側
は
、
レ
ベ
ル
の
高
い

ガ
イ
ド
を
育
成
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ガ
イ
ド
の
収
入

の
向
上
（
一
日
数
万
円
稼
ぐ
人
も
い
る
）
と
と
も
に
、
島
の
自
然
環
境
に

対
す
る
負
荷
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
点
で
、
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
も
世
界
的
な
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
お
り
、
欧
米
の
方
々

は
も
ち
ろ
ん
、
台
湾
や
香
港
な
ど
の
旅
行
者
も
好
む
傾
向
に
あ
る
。
既

に
知
ら
れ
て
い
る
「
し
ま
な
み
海
道
」
の
よ
う
に
、
広
域
的
な
連
携
で

島
々
を
組
み
合
わ
せ
て
い
く
よ
う
な
取
り
組
み
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

奄
美
群
島
や
沖
縄
の
島
々
で
行
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
「
ア
イ
ラ
ン
ド

ホ
ッ
ピ
ン
グ
」
も
参
考
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
ほ
か
、
ア
ー
ト
も
世
界
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
と
い
え
る
。
し
か

し
、
ア
ー
ト
の
場
合
は
、
ど
う
し
て
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
関
わ
り
が

外国人からの人気が高い利尻島のバックカントリースキー（写真提供：佐々木陽子）。
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こ
の
ほ
か
、
持
続
可
能
な
観
光
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た

教
育
旅
行
に
お
い
て
も
、
離
島
は
先
進
地
と
な
り
得
る
。
地
域
資
源
を

活
か
し
、
わ
ざ
わ
ざ
離
島
へ
行
く
理
由
づ
け
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
い
え
る
。
日
本
国
内
の
旅
行
は
、
交
通
費
が
半
分
を
占
め
る
と
さ
れ

る
。
既
存
の
旅
行
商
品
に
よ
る
マ
ス
（
集
団
）
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
み
で
は
な
く
、
交
通
費
を
か
け
て
で
も
良
い
も
の
が
あ
れ
ば
足
を
運

び
た
い
と
い
う
層
へ
の
訴
求
が
離
島
の
観
光
振
興
の
カ
ギ
で
あ
る
。

観
光
は
移
住
定
住
の
第
一
ス
テ
ッ
プ

離
島
に
お
い
て
観
光
振
興
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
観
光
を
島
の

〈
主
要
産
業
〉
と
す
る
の
か
、既
に
あ
る
主
要
産
業
を
活
性
化
す
る
〈
手

段
〉
と
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
検
討
し
、
振
興
計
画
を
策
定

す
べ
き
で
あ
る
。
前
者
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
需
要
獲
得
が
必
要
、
後
者

は
主
産
業
に
資
す
る
の
で
あ
れ
ば
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
程
度
で
も
良
く
、

無
理
を
し
な
い
こ
と
も
大
事
と
な
っ
て
く
る
。
実
際
に
戦
略
を
立
て
、

実
践
し
て
い
く
際
に
は
、
先
述
の
通
り
、
島
へ
の
ア
ク
セ
ス
・
観
光
資

源
の
有
無
な
ど
各
島
の
特
性
に
応
じ
た
工
夫
を
す
る
と
と
も
に
、
島
の

方
々
が
十
分
に
理
解
・
納
得
し
た
運
営
体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。

実
施
体
制
に
つ
い
て
は
、
島
単
独
に
こ
だ
わ
る
の
で
は
な
く
、
必
要

に
応
じ
て
対
岸
地
域
や
島
同
士
、
複
数
自
治
体
に
よ
る
広
域
的
な
連
携

発
生
す
る
。
彼
ら
に
す
べ
て
を
委
ね
る
の
で
は
な
く
、
地
域
で
し
っ
か

り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
よ
う
な
実
施
体
制
の
構
築
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
。

地
域
全
体
で
の
観
光
機
能
の
提
供

近
年
の
面
白
い
事
例
と
し
て
は
、第
六
回
ジ
ャ
パ
ン・ツ
ー
リ
ズ
ム・

ア
ワ
ー
ド
（
二
〇
二
〇
年
）
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
奄
美
群
島
の
「
伝で

ん

泊ぱ
く

」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
空
き
家
な
ど
を
活
用
し
て
集
落
の
中

に
宿
泊
し
、
島
の
日
常
を
観
光
化
し
た
新
し
い
旅
の
ス
タ
イ
ル
の
提
案

で
、
観
光
客
の
誘
致
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
の
雇
用
促
進
や
旅
行
者

と
地
元
の
方
々
が
集
う
場
を
設
け
る
な
ど
社
会
性
の
高
さ
も
評
価
さ
れ

た
と
い
う
が
、
筆
者
は
イ
タ
リ
ア
発
の
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ュ
ー
ゾ

（
地
域
に
泊
ま
る
分
散
型
ホ
テ
ル
）
に
似
て
い
る
と
感
じ
た
。

ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ュ
ー
ゾ
と
は
、
宿
泊
施
設
内
に
観
光
メ
ニ
ュ

ー
を
す
べ
て
収
め
る
必
要
は
な
く
、
機
能
を
地
域
の
な
か
で
補
完
し
合

い
、
地
域
全
体
で
宿
泊
者
が
求
め
る
機
能
を
提
供
す
る
と
い
っ
た
考
え

方
で
あ
る
が
、
離
島
と
の
相
性
は
高
い
。
た
と
え
小
さ
な
島
で
あ
っ
て

も
、
買
い
物
は
商
店
、
宿
泊
は
古
民
家
、
食
事
は
食
堂
な
ど
地
域
の
な

か
で
観
光
を
回
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
域
経
済
の
活
性
化
は

も
ち
ろ
ん
、
地
域
住
民
と
旅
行
者
と
の
交
流
の
促
進
な
ど
に
も
つ
な
が

る
。
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矢ケ崎 紀子 （やがさき のりこ）

北海道羽幌町生まれ。東京女子
大学現代教養学部教授。専門
は 観光政策・行政 、観光法制
度 、インバウンド振興 、観光需
要平準化。著書に『インバウン
ド観光入門』ほか。国土審議会
離島振興対策分科会特別委員。

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
例

え
ば
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
客
は
、
島
単
独
、
そ
の
島
を
所
管
す
る
県

だ
け
で
は
難
し
い
場
合
も
多
い
。
こ
う
い
っ
た
際
に
は
複
数
県
に
よ
る

連
携
や
日
本
政
府
観
光
局
な
ど
国
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
活
用
な
ど
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

離
島
は
、
豊
か
な
自
然
や
そ
れ
に
根
ざ
し
た
人
々
の
暮
ら
し
、
多
様

な
文
化
な
ど
本
土
に
は
な
い
魅
力
を
数
多
く
有
し
て
い
る
。
こ
の
利
点

を
い
か
に
地
元
が
認
識
し
、
観
光
に
結
び
つ
け
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
け
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
観
光
は
、
移
住
へ
の
最
初
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
離
島
振
興
法
の
改
正
に

あ
た
っ
て
は
、
観
光
か
ら
定
住
へ
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
後
押
し
す
る
視
点
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。�

■

（
令
和
二
年
一
一
月
一
三
日
開
催
の
第
二
回
離
島
振
興
法
改
正
検
討
委
員
会
の
講

演
内
容
を
も
と
に
本
誌
編
集
部
に
て
原
稿
の
形
に
整
理
）

第６回ジャパン・ツーリスト・アワードで最優秀賞を受賞した奄美群島の「伝泊」（写真提供：一般社団法人しま・
ひと・たから）。


